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この数年来,私 は 日本 の産育習俗 について研究 を積 み重ね て きた。子授 け

か ら帯祝 い,出 産祝 い,三 日祝 い,お 七夜,お 宮参 り,お 食 い初 め,初 節句,

誕生祝 い,七 五三等様々 な習俗儀式 が厳 か に行 われて いる。 そ して,上 述 の

儀式 の中で期 日の選択,服 装 の様式,食 品の種類 な どには,す べ て特定 の決

ま りが ある。歴史の進 展,社 会 の発 展 に ともなって,人 々,特 に大都市 の人 々

の民俗意識 が 日に 日に淡 白にな り,旧 い習俗 が変 わ りつつ ある今 日,こ れ ら

の祝事 は経済が高度 に発達 した 日本 において どう して これ ほ どよ く保存 され

てい るのだ ろ うか。言 い換 えれば,こ の よ うに定 式化,規 約化 され てはい る

ものの,未 成文 の決 ま りが,ど う して伝承 され ているのだ ろ うか。 おそ ら く,

日本人 は これ らの風俗習慣 を日本 の伝統文化 の要素 として大切 に してい るほ

か,こ うした人生 の儀礼 を国民 が伝統文化 の薫陶 を受 け入れ る重要 な機会 と

見 な し,文 化的 な心理や生活 の方式 を広 く伝 播 し,長 く伝承 させ てい く手段

として いるのだ ろう。 そ してその功績 は,よ り濃 厚 な民族意識 をか き立 て,

人 間関係 を強 くす るこ とにあ るの は確 かだ。

中国の大都 市 では習俗 の変貌 が激 しい。例 えば,北 京地 区の産育習俗 には

かつて,子 授 け,分 娩 を促進 させ る「催生」,「三 日湯洗三 」(生 まれて三 日目

に産 湯 を使 わせ る儀式),十 二 日目の祝 い,満1か 月の祝 い,百 日祝 い,満1

歳 の誕生祝 いな ど多 くの祝事 があ ったが,現 在 では伝統的 な仕 方が殆 ど棄 て

去 られ,一 般 にはわずか に満1か 月や満1歳 の誕生 日を祝 うだ けで,儀 式 も
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日に 日に簡略化 す るようにな って きた。但 し,農 村部 で は古 い習俗 がか な り

よ く保存 され てい る。

本論文 において は主 に中国の子授 けの習俗 を論述 し,あ わせ て 日本 の子授

けの習俗 と比較 を進 め るかたわ ら,同 じアジア文化 圏 に属す る中 日両国 の歴

史的 な淵源や交流関係 を探求 してみたい。 同時 に,中 国の人 口増加 は依然 と

して厳 しい情 勢 にあ り,人 口問題 の専 門家達 が 「中国 は全 力 をあげて高出産

率 一一低 文化水準一 低 生産性 か ら低 出産率 高文化水準 高生産性 へ

の転換 をはか るべ きだ」 と声 を大 に して叫んでい る今 日,旧 来 の出産 と密 接

な関係 を持 つ子授 けの習俗 について整理 を行 う ことで,文 化 と人 口の関係 を

探 求す るた めの参考 になれ ば と考 える。

『史記』孔子世家 にあ る 「紘 と顔氏 の女 ……尼丘 に薦 って,孔 子 を得 る」と

い う記載 は子授 けを願 う古 い習俗 の よい例証 と言 えよう。 この習俗 の起源 を

遡 ってみれ ば,古 代 の人 々の生活 におけ る血縁 に よる連帯 と家族 に対 す る依

存 とは不可分 だ と思われ る。子 を得 る ことこそ古代 の人々 が永遠 の生命 に対

す る渇望 を満足 で きる道 と見 られ,そ れ は明 らかに家族 と氏族 の繁栄 にか か

わ り,後 にさ らに財産 の相続 や老人 の面倒 をみ ることに もかか わる ようにな

った。 そ こで,子 授 け願望 は昔か ら一種 の普遍 的 な社会心理 となった。多産

しゆうし

の蟷 の ように子孫 が繁栄 す る とい う 『詩経』周南 の轟斯 の祝詞 に見 られ る古

代 の社会心理 と出産観念 は,後 に興 った儒 家文 化 に継承 され,発 展 して きた。

中国 の歴史 を長期 に渡 って思想面 で支配 して きた儒 家文 化 は,そ の最大 の

特徴 を倫理 中心主義 においてい る。儒教 の文化 的構造 は集 団 を基礎 とし,家

庭 を中心 とす る点 において,個 人 を基礎 とす る欧米文化 と異な る。 この伝 統

文化が人 口の変動 に与 えた影響 の主 要な もの は,多 産 の奨励,男 尊女卑,農

民 の土地へ の相対的 な定着化 であ り,こ れ によって 自給 自足 による閉鎖的 な

状況 が導かれた。 「不孝 には三つ あるが,後 継 のない こ とが大 とされ る」とい

う封建 的 な倫 理観 念 は,長 く女性 に対 す る重圧 であ った。子 どものない こと
1}

が 「七 出」(か つ て夫 が 妻 を離 縁 して もよい と した七 つ の理 由)の 第 一 条 に あ
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った ことか らも,人 々 の子授 けを願 う気持 ちが如何 に切 な る物 であ ったかが

分 か る。太古か らの原始信仰及 び中国の歴史 の流れ の中で生 まれた儒 教文化,

仏教文 化,道 家文化 は,す べて子授 けの習俗 に支配的,或 い は重大 な影響 を

与 え,子 授 けの習俗 に時代性 と多様性 を付加 して きた。 ま とめてみれ ば,大

体 以下 の ような類型 に分 け られ る。

(一)性 崇 拝 型

1.子 授 けの陰性 崇拝(女 性生殖器崇拝 と妊娠祈願)

「民 はその母 を知 るが,そ の父 を知 らず」の ような母系氏族社会 の時期 にお

いて,婦 人 は単 に社会 を維持 す る核 心で あ るだ けでな く,生 産領域 の主体 で

もあった。彼女 たちの従事 す る生産 には二 つの意義が あ る。 その一 つ は生活

物資 の生産 で,も う一 つ は人類 自身の生産,つ ま り種 の繁栄 で ある。人々 は

単純 な思考 に よ り,出 産 は母体 単一 の働 き と表面的,直 観 的 に考 えた ので,

母体 の陰性 を崇拝 し,そ れ を神秘 化 した上 で,石 の洞,素 焼 きの鉢,谷 間 な

どの ような空 間的収容性 の ある物体 或 いは窪 んだ物 すべて を崇拝 の対 象 とし

ていた。 こうした習俗 が今 まで残 され て きた地 区があ る。例 えば,内 蒙古地

区では,子 授 けを願 う婦人 は山の洞 を通 り抜 けな けれ ばな らない。 湖南省 常

寧 県東橋郷 に も,岩 壁 の下 に一つ の窪 んだ洞 があ り,子 授 けの洞 とされ てい

る。子 どものない婦人 は数十里 の遠 くか らや って来 て,そ こで線香 を点 し,

紙銭 を燃 や し,一 本 の竹 竿 を洞 の中へ挿 し入 れて上 げ下 げ し,最 後 に井戸 の

水 を飲 んで,子 授 けを願 う。雲南省 の剣川石窟 の第8窟 には,蓮 華 座 の上 に
ア イ ンバ イ ペ 　

女性 の生殖器 の形 を した 「阿映 白」が彫 られてい る。 白族 の女性 は今 で もこ

こに来 て子授 けを祈願 す る。江蘇省 の興化 県で は,か めの中へ点 した線香 を

投 げて子授 けを願 う。 この方法 も陰性崇拝 か ら派生 して きた もので あ る。
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2.子 授 けの 陽性 崇拝(男 性生 殖器 崇拝 と妊娠祈願)

生産 力 の発展や私有財産 の増加 に従 って,男 性 は次第 に生産 の主体 となっ

た。 その社会 におけ る地位や種族繁栄上 での不可 欠な役割 が社会 に認識 され,

承認 され るよ うになる と,母 系氏族社会 の女陰崇拝 も父系の象徴 とされ る男

根崇拝 に取 って代 わ られ,陽 性崇拝 の子授 けの習俗 も発生 した。 山の峰,石

柱,鉄 の錨,扉 の釘 な ど錘状 或 いは尖 って堅 い もの は,常 にその象徴 として
ヤオ

崇拝 された。例 えば湘西の江永県 に住 む培族 の祖先 の居住地 であ った千家胴

には,「 石童子」とい う石洞が あ り,洞 の入 口に一本 の高 さ30メ ー トル ほどの

石柱が あ る。 この石柱 は妊 娠祈願 者の群 が って くる目標 となった。 同治年間

の 『上江両 県志』 の巻五 に も,鍾 山書 院の後 にあ る御賜堂 の表門 の外 に 「二

本 の鉄 の錨が あ る……婦人達 は中秋 に これ を撫で る と子供 が授か る。俗 にこ

れ を 『摸秋』 とい う」 とい う記載 が ある。 これ は 『帝京歳 時紀勝 』 に記載 さ

れた北京 の婦人が正陽 門(前 門)の 真 中の扉 に突 出 した 円い釘 を撫 で るの と

同 じ信念 に基づ いた もの と思 われ る。巫 師の手 に持 つ神権杖 も男根崇拝 の一

種 と考 える者 もい る。

3.陰 陽の結合 に よる子授 け

太古 の人 々が父母 両方の出産 におけ る役 わ りを認識 す る と,男 女 の性交 を
ミヤオ

模倣 して子授 けを願 う習俗 が現れた。湖南省 西部 の苗 族 で は灘神 に願掛 けを

す る最後 の儀礼 が子授 けを願 う内容 となってい る。 シ ャーマ ンは象徴的 な意

味 を持 つ木槌 で陶器 の鉢 をポカポカたた きなが ら歌 う。歌詞 は赤裸々 な性交

を内容 とし,露 骨 に歌 うほ ど,妊 娠祈願 がか なえ られ るとい う。
トン

さ らに湖西 の通道 県の個族 はs天 災 に遭 い,人 口が減 少す るたびに,必 ず

縁 日を定 めて,子 授 けの願掛 けをす る。二人 が伝 説中の個 族の祖先 姜郎 と姜

娃 に扮装す る。姜郎 は仮面 を被 り,手 に木 の棒 を持 ち,赤 や緑 の布 を着せ ら

れた雌の豚 の尻 を突 き刺 した りす る。縁 日に来 た人 た ち も木の棒 を持 って一

緒 に豚 の尻 を突 き刺 しなが ら,ド ラや太鼓 を敲 き,性 交 を内容 とした妊娠 祈
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願 の歌 を歌 って は しゃ ぐ。

また,一 部分 の地 区で行 われ る,子 どものない婦人 に水 をか ける とい う子

授 け祈願 の習俗 も男女性交 の模倣形式 で ある とす る学者 もい る。

日本 に も上述 の習俗 に類似 す る ものがあ る。例 えば,『日本産育習俗資料集

成』 に は,神 奈 川県の人 々が神社 の巨石 を抱 いて子授 けを願 う習俗 が記載 さ

れ てい る。川崎市 の老人 を調 査 した ときに も同一 の習俗 を聞 いた。 これ は中

国の性 崇拝 に よる子授 け祈願 の習俗 に似 ている。 巨石 は性 の象徴 として生命

の宿 る もの と認識 され て きた。大昔,中 国の二つの部族が婚姻 を結 ぶ祭壇 の

上 には,土 で積 み上 げた高 い塚が あった り,「あ るい は神 石 を設 け石祖 と称 し

た。 あ る人 はそれが男性 生殖器 を象徴 す る もの と考 え,ま た女性 の乳房 を象

徴 する もの と考 える人 もいるが,社 壇が最初 に生殖 の神 を祭祀 した場所 で あ

2)

った ことは断定 で きる」 とい う論述 もある。

人類 の 自己の繁栄 に対 す る認識 の歩 み はゆっ くりとした もの だったので,

これ らの習俗 は当時 の人々 の認識能力 に制 限 された ものだ ったが,人 類が後

代 を繁栄 させ る ことを重視 した ことは確 かだ。 これ は現代人 が 「オギ ャー」

とい う朗 らかな泣 き声 に伴 って,一 つの真新 しい生命 の誕生 を宣告 され るの

を聞 いた時 に,心 の底 か ら涌いて くる興 奮 につ なが って くる。

(二)原 始 信 仰 型

根深 い原始信仰 は,か な り長期 に渡 って人 々の意識,心 理 を支配 して きた。

原始信仰 の篤信者 の観念 の基礎 には霊 魂不滅,万 物有霊 の観念 があ り,天 地,

太 陽,月,山 や石,水 や草,植 物,動 物,祖 先 をすべ て霊 のあ る生命体 と見

な し,神 霊 として拝 んだ。

1.天 体 崇拝 によ る子授 け祈願

天 を畏敬 す る先祖 が,天 体 の神秘 を不可解 な もの と見,こ れ を崇拝 した こ
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とか らも,い くらかの子授 け祈願 の習俗 が現れ て きた。特 に輝 きが柔和で満

ちた り欠 けた りす る月 は,女 性 の特色が賦与 され,女 性 の守護神 と称 された。
3}

月の光 は 「死 んで も,さ らに生 き返 る」力 を有 す る と言 われ る。8月15日 の

中秋 の節句 に,婦 人 は月 を拝 む習俗が あ り,あ る地 方で は月の下 で集 って月

の影 を追 いか ける遊 びが あ る。 その中 に,妊 娠祈願 が潜在 的 に含 まれ ている。

中国の民間 で は,「 天上 にあ る星 の数 ほ ど,地 上 に人 間がい る」とい う。夏

の夜 に,空 い っぱいの星 に向か って,年 寄 りは よ く子 どもた ちに 「地上 に一

人 の子供 が生 まれ る と,天 上の星が一つ増 え る。地上 で一人が死 ぬ と,天 上

に一 つの星 が消 える」 と語 る。牛郎(牽 牛星)と 織女 が毎年子 どもを携 えて

鵠 の橋 で会 う7月7日 に,人 々 は星 を拝 んで祭 る。子 どもの欲 しい婦人 は「九

子星 」 を拝 んで子授 け を願 う。

2.動 物崇拝 によ る子授 け祈願

中国の多 くの民族 には,麟 麟 が子 どもを乗せ てや って くる と信 じられて き

た。麟麟 は古代 の伝説 の中で瑞祥 を象徴 す る動物 であ り,想 像上 の動物 であ

る。

また,毎 年正月15日 に,人 々が竜 の形 をした長 い張 り子 の提灯 を持 って街

を練 り歩 く習俗 が あ る。長年 にわ た り子 ど ものない者 は,竜 の提灯 が 自分 の

家の前 につ くと,お 礼 を贈 って,竜 を自分 の体 に巻 きつ けて もらう。 さ らに

縮 めた竜 の胴体 に男 の子一人 を乗 せ,家 の前 を一周 して もらう。 こうすれ ば,

九 つの子 を生 む竜 が彼女 た ちを妊娠 させ る ことがで きると信 じられ ている。

これ は竜 に妊娠 を祈願 す る習俗 で ある。

福建省南部,台 湾 な どの地方で は,婚 礼 の時 に,「 翻竜 娃」(竜 の子 をころ

がす)と い う習俗 が ある。す なわ ち,花 婿 と花嫁 は新婚夫婦 の寝室 に入 る と,

事前 に選 んだ聡 明活発 な男 の子(辰 年 か巳年生 まれが最 もよい,蛇 は俗 に小

竜 とい う)を 新 しいベ ッ ドに ころ ころ と転 がせ なが ら,「転 が って,転 が っ

て,来 年 に男 の子 が生 まれ る」 とい うよ うな歌 を歌 う。 そ して花嫁 は竜 の子
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4)

をち ょっ と抱 いてか ら,花 婿 に渡 す。花婿 はお礼 の包 み を竜 の子の手 に押 し

込 んでや る。 この ような婚礼 中 に行 われ る子授 け祈願 も,竜 に妊 娠祈願 をす

る一形 式 といえ る。

その実,竜 は蛇 の トーテム を基礎 に,ま た他 の トーテム を変形 させて加 え,

最後 に形成 された総 合的 な虚構 の動物 であ る。蛇 は世界 の多 くの民族 で陽性

を象徴 す る動物 の一 つ とされ,夏 民族 の祖先大 萬の 「萬」 とい う字 の本義 が

強 い生命力 を持 つ蛇 で ある とい う説 もあ る。 あ る学者 の考証 に よる と,竜 は
5)

魚 の変異 で もあ る とい う。

魚の繁殖力 と多産 が古人 に注 目され て以 来,最 も早 く子授 けの習俗 に関わ

る崇拝 の対 象 となったの は魚であ った。中国の魚文化 は一千万年 を経 て,あ

まね く天下 に伝 わ った。 そ して生殖信仰 の象徴 として,魚 文化 は社会集 団生

活 において 「教 化」の働 きを した。新石器時代 にすで に始 まった魚鳥紋,双

魚 図 と連体 魚な どは生殖信仰 の証 と見 るこ とがで きる。 今か ら7000～6500年

前 の中国の母系氏族社会 時期 に属す る西安 の半披,臨 滝 の姜塞 な どの仰詔文

化遺 跡 か ら出土 した彩 陶 には,す べ て魚紋 あるいは変形 の魚紋 が描 かれ てい

る。 これ らの彩陶 に は,図 案化,線 状 化 され た各種 の変形体 の魚以外,さ ら

に 「人 間 を魚 に寓す」よ うな人 面魚紋 があ る。 「甘粛の武 山の仰詔遺跡 で発掘

された一 つの陶瓶 の上 に,我 々 は人面 魚身の図形 の出現 を見 いだ した」 とい
s)

う報告 があ るが,こ れ は,単 純 な動物 の祖先 崇拝 を氏 族 の旗 印 にす るため に,

す でに原始 的な表現 を抜 け出 して,魚 を人格化 させた ことを現 わ してい る。

またその一 方,魚 の ト.___テム崇拝 が,か つて広 く太 古の民族 の中 に存在 して

いた ことも説明 で きる。

夏文化 に関 す る報告 で は 「二里頭遺 跡 の一 つの灰 の穴 か ら長 方形 に近 い骨

片が一つ出土 した。骨 片の一端 はやや狭 く,長 さ9,8cm,広 さ7.1cm,骨 片の

つやの ある面 の中ほ どに一尾 の魚 が刻 まれ ている。骨片 の片側 が後 に磨 かれ

の

たので,魚 の頭 がす でに擦 り消 された」 と記述 され てい る。 これ も夏民族 が

魚神 を崇拝 した習俗 の有力 な証拠 であ る。子 を授 け,吉 祥 を現 し,豊 作 の兆
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しとされ,災 禍 を逐 う魚 は,も はや 中国の民 間で もっ とも見 なれた瑞祥 の飾

りになってい る。民間 では,今 日で も 「魚戯 」(魚 芝居)が 演 じられ,「 魚の

趣 」といった行事 が ある。例 えば正 月18日 に,広 西 の苗族 は 「閑魚節」(魚 で

賑わ う)と い う節句 を祝 う。正 月13日 か ら23日 まで,陳 西 の三原県 には魚が

竜 に変わ る内容 を上演 す る縁 日が ある。魚 を観 る,魚 を呼ぶ,魚 を釣 る,魚

を飼 う,魚 を戦 わせ るな どは民 間の娯 楽の習俗 の重要 な内容 になって きた。

当然,中 国のほか,古 代 エ ジプ トの西部,ア ジア,ギ リシアな どの民族 に も

同様 な習俗 と観念 が あ り,直 接魚 に子授 け を願 う習俗 は伝承 されてか な り久

しい。

北京 の人 々 は婚 礼の際,花 嫁 の実家 か ら送 って きた赤 い ゆで卵 を食べ る。

赤 い色 はめで たい ことを意 味 し,妊 娠 は 「有喜」(お めでた にな る)と もい

う。卵 を食 べ る ことは,鳥 が かつて古人 に崇拝 された トーテムで あった こと

にかかわ っている。 『史記』般本紀 には 「般契 の母 は簡狭 と日 う……帝馨 の次

妃 と為 る。三人 は浴 を行 い,玄 鳥 が其 の卵 を堕 したの を見 た。簡Xは 之 を取

って呑 んだ。 これに因 り孕 んで契 を生 んだ」 とい う燕卵 を呑 んで の妊娠 にか

かわ る古 い記載が あ る。

日本 の千葉 県 に も,鶏 の初 めて生 んだ卵 を食 べ る と妊娠 で きるとい う言 い

伝 えがあ る。 これ は明 らか に同様 な観 念 に基づ いた もので あ る。 また長野県

にあ る猫 を飼 う と妊娠 で きる とい う伝承 は,今 の ところ中国の調査 では まだ

同様 の もの は見 つか ってい ない。 しか し,中 国 の唯一 の子授 けにかかわ る男
8)

神,張 仙 の像 の足 下 に,二 本の尾 のあ る猫が二 匹描か れてい る。 これ はどん

な伝説 によるのか,こ れか ら研 究 しなけれ ばな らない点 であ る。

3.植 物崇拝 に よる子授 け祈願

「花 を植 える気 はあるの に花 が咲か ない,柳 を挿 す気 はないの に柳 が茂 って

い る」 とい う諺が あ る。 中国に は,何 もしないで もよ く根 づいて成長 す る柳

の木が随所 に見 られ,中 国の現代文学 の巨匠茅 盾 は この木 のた めに有名 な散
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文 『白楊礼 賛』 を書 いた ことが あ る。 このため満州族 の人 には楊柳 の枝 に子

授 けを願 う風 習が ある。 しか し,民 間 で もっ とも多 いの は,中 が空 か,種 や

実(中 国語 で子 とい う)の 多 い植物 に対す る崇拝 であ る。例 えば,ひ ょうた

んな どの瓜類,竹,石 榴 な どの子房類 の果実,豆 類,聚i,栗,落 花生 な どの

干 した果物 はすべ て崇拝 され る。 なか んず く,洪 水神話 とかかわ るひ ょうた

ん崇拝 にはすで に長 い歴史 があ り,そ の遺風 が今で も見 られ る。 中国の南部

及 びイ ン ド,東 南 アジア,日 本 の伝説 中の英雄 あるいは始祖が竹,ひ ょうた

ん,か ぼ ちゃな どの 中が空 の植物や瓜類 か ら誕生 した とい う内容 は,東 南 ア
9)

ジアの一種 の固有原始文化 に属す る。竹 に関 して は雲南,貴 州,四 川 な どの
イ

舞族,個 族,苗 族 の子 どもの ない婦人が 山の竹 を祭 って妊娠 祈願 をす る事例

めん うりこうり

もあ る。 『詩経』大雅の綿 にあ る 「綿 々 とつ なが り絶 えぬ瓜 腿 」 とい う詩 句

は,長 い蔓 にどっ さ りぶ ら下 ってい る大小の瓜が 出産 にかかわ ってい る こと

をい きい きと物語 ってい る。瓜 は中が空で実が多 く,蔓 は長 くのびて絶 えな

い もの なので,子 孫 の長 く栄 えてい く喩 え として,植 物崇拝 の気持 ちや ロマ

ンチ ックな子授 け祈願 が託 され た この詩句 は何 と素 晴 らしい もので あろ う。

瓜 と子授 けの関係 に基づ いて,瓜 を食 べて子授 けを願 うの は当た り前 の こ

とだが,ど んな瓜 を,ど んな時 に食べれ ば よいか は,地 方 によって異 なって

い る。

安徽省 の蕪湖 で は,め った にない「真清明」(清 明 の 日がち ょうど旧暦 の3

月3日 にか さな る)の 日に,子 どもの ない夫婦が煮 えたかぼち ゃを同時 に箸

を上 げて食べ る習俗が あ り,な るべ く全部食 べ て しまう。 これ は霊験 あ らた

か な方法だ と言われ る。

江西省 で は,中 秋 の 日に瓜 を食 べて子授 けを願 う。

中国の南 方 には,さ らに瓜 を盗 んだ り,瓜 を送 った りす る習俗 があ る。 そ

の具体 的なや り方 と時間 は まち まちであ る。

安徽省 の揚子江沿岸地 方で は,中 秋 の夜 に,行 列 を組 んだ子供 たちが畑 か

らかぼちゃ を とって くる。 それ に嬰児 の顔 を描 き新婚 の家 に送 る。 そのか ぼ

中国子授け考299



ち ゃを受 け取 る と,よ く男の子 を生 む と俗 に伝 え られ る。か ぼち ゃを受 け取

る家 は喜 んで出迎 え,月 餅 や果物 で お返 しをす る。 かぼちゃ を送 る行列 は気

勢 をあげるた めに,大 勢で松明 を持 ち,ド ラや太鼓 を敲 きなが ら進 んでい く。

気 勢が あがれ ばあが るほ ど,迎 える家 は喜 ぶ。

江蘇省北部 の准安 な どの地方 の瓜 を送 る日は旧暦正 月15日 の元 宵節以後,

2月2日 の竜拾頭節以前 と定 め られてい る。送 る対 象 は子 どもの ない年配 の

人,あ るいは結婚 してか ら長 くた って も子 どものない者 で ある。

貴州 に も,中 秋節 に瓜 を盗 む と子 どもが授 か る とい う習俗 が ある。人々 は

盗 んで きた冬瓜 に彩色 で顔 を描 き,そ の上 に着物 を着せ,人 間の姿 にす る。

瓜 を送 る ときには,選 ばれた年配 で福 運の あ る者が瓜 を抱 き,ド ラや花火 に

伴 われて,結 婚後数年 た って も子 どもに恵 まれ ない家 に送 ってゆ く。瓜 を受

ける家 は盛大 な宴席 で接待 す る。 その夜 は,ベ ッ ドに置 かれ た瓜 と一緒 に寝,

翌 口の朝,瓜 を煮 て食 べ る と,妊 娠がで きる と考 えられてい る。

日本 に も,上 述 の習俗 に類 似す るものが あ る。例 えば,千 葉 県で は多産 の

家 か らサ ツマイモ を盗 んで食べれ ば よい といわれ てい る。群馬 県で は,三 代

の夫婦 がすべて健 在 な三軒の家 か ら,三 つのサ ツマイモ を もらって食 べ る と

子 どもが得 られ る とい う習俗が あ る。 これ らの発想 はサ ツマイモの ような草

本植物 の多産性 とかかわ ってい る と思 われ る。 この俗信 の中 に 「三」 とい う

数字 が繰 り返 して現れ たのは どうい うわ けか。 中国で は 「三」 が陽性 の数 と

され るが,日 本で も類似 の考 えか ら男 の子 を望 む心理 の現 れであ ろう。

婚 礼 におけ る子授 けの習俗 の中で もっ とも盛 ん に行 われて きたの は「撒帳」

で あ る。 この習俗 はすで に千年 に近 い歴史 を持 ってい る。 『東京夢華録』婆婦

には,「男女 ……床 に就 く。女 は左 に向かい,男 は右 に向か って坐 る。婦女 は

金銭練菓 をち らし投 げ る。 これ を 『撒帳』 とい う」 とある。明清の長編小 説
とこ

や風土記 に も 「撒帳」 が描 かれてい る。新婚 夫婦が床 に坐 って交杯 酒(固 め

の杯 をかわす)を 飲 む と,福 寿の そろった長者が床側 の高 い ところに立 って,
とこ

果 物 鉢 か ら干 した果 物 を投 げ散 ら しなが ら,「散 ら し もの を床 の 中央 まで投 げ
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て,明 日に状元郎 を生 む」 とい うようなめでたい言葉 を大声 で唱 える。地方

の南北 を問わず,す べて落花生,棄,蕩 枝,桂 圓,蓮 の実 な どの干 した果物

を用 い る。 これ らの干 した果物 には同音(花 生=代 わ る代 わ る生 む,男 の子

を生 み,女 の子 を も生 む。裏:早 く子 を生 む。蓮 の実:子 を続 けて生 む。栗:

子 が立 つ。桂 圓:貴 い子 を得 る……)の めでたい意味が あるほか,こ うい う

ものに は種 が多 い,あ るいは実が多 い とい う性質 を も考 え合わせ てお り,こ

れ は二重 の要 因 に基 づいた もの と言 うべ きであ る。

上述 の果物 の中で,特 に裏 が大切 にされ るこ ともあ る。 『東京夢華録』育子

には,「 満 月 に至 る と……大 い に洗 児会 を展開 す る。親 類賓 客が盛 ん に集 ま

り,香 の ある湯 の煮 えてい る盆 の中 に,菓 子(干 した果物),練 銭(彩 色 の線

で飾 った銭),葱,蒜 な どを下 ろ してお く(盆 の中に投 げ る)。 ……婦人 た ち

は盆 の中で直立 している喪 を争 って取 って食 べ る。男の子 を生 む徴 と思 われ

る」 とあ る。 「喪」 と 「直立」 を合 わせ て見れ ば,や は り 「早立子」 とい う意

味 にな る。

このほか,石 榴 も子授 けにかかわ って,め でたい もの と思われ る。民間年

画 の 「榴開百子 図」 はその___.例で ある。成熟 した石榴 の皮 の大 きな裂 け目に

赤 い種 がた くさん現 れてい る様子 が描 かれ てい るが}新 年 を祝 う絵 としてT

「多産」 を祈 る意味 は言わ な くて も明 らか であ る。

これ らの ことは,孔 子以前 の時代 の 「綿 々 とつ なが り絶 えぬ瓜腿」 か ら今

日まで,伝 承 文化が時代 の波 に没せ られない ま ま伝 わ って きた こ とをい きい

き と語 って いる。

(三)宗 教 崇 拝 型

なら

中国 の宗教信仰 は 「天 を敬 い,祖 に法 う」 を主 な特徴 とし,特 に天神 崇拝,

祖 先崇拝 と聖賢崇拝 を主体 とす る。儒 仏道 の三家 は闘争 しあいなが らも,滲

透,吸 収 し合 って きて,儒 を主 とし,仏,道 を輔 とす る中国伝統文化 の基 本
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的な構造 を形成 して きた。 この ような背景 において,中 国 の歴史上,宗 法性

の伝統 宗教 は往 々 に して政治,倫 理 と一体 とな り,厳 格 に区別 しがたい もの

となって いる。

従 って,各 民族,各 地 区に伝わ って きた出産 を司 る神 も異な る要素 の影響

を受 け,全 部が全部 同様 で はない。以下 に,出 産 を司 る主な神 を挙 げてみ る。

1.子 授 け観音

仏教文化 が中国歴史上 で果た した役わ りは二重的 な もので あった。仏教 は

「因果応報,臨 回転生」 な どを講 じて,消 極 的な働 きを して きたが,「 愛人如

己,種 姓(出 身)平 等」 な どを も提 唱 した ので,積 極的 な働 きを もして きた。

観音 は中国の仏教 の四大菩薩の一 つで,阿 弥陀仏 の左脇 持,「 西方三聖」の一

つであ る。仏教 は観音 を大慈大悲で,人 間 の声 を聞 けばその苦 しみ を救 う,

荘厳 な母性 の女神 として奉 じて きた。 この ような観念 は元代以前 巳 に形成 さ

れていた。明代 以後,仏 教 の四大名 山の一 つ とな った普陀 山 はsも っぱ ら慈

悲の化 身で ある観 音菩薩 を祀 る場 所で あ る。

江南 か ら福建,広 東,台 湾 まで,多 くの人 び と,特 に婦人 たち は子授 け観

音 を信奉 して きた。以前,各 地 の観音禅寺,観 音楼,観 音庵 の参詣者 は多 く

が婦人で あった。江蘇,漸 江 あた りで は,旧 暦 の2月19日 を観音 の誕 生 日と

し,こ の 日に子授 けを願 う と,最 も霊験 が ある といわれて きた。婦人 た ちは

よ く観音庵 に押 し寄せ,線 香 を点 して祈濤 し,観 音 に長明灯 の油 を献 納 した

り,長 い幡 を供 えた りして,家 の平安 や子授 けを願 う。安徽 の江潅地 区で は,

旧暦 の6月19日 を 「観音 に願 う」 日 とす る。婦人 た ちは観音庵 に集 ま り,線

香 を点 し,ロ ウソクを点 け,財 物 を喜捨 して,観 音 に富 を祈 り,子 授 けを願

う。 あ る地 区で は,子 どもを欲 しい婦人 が観 音寺 に行 って,祭 壇上 の蓮 の灯

あ るい は仏座 の下 に置 かれて ある観音 の刺繍 の靴 を盗 む ことが ある。 日本 の

千葉 県で は,子 授 け観音 の寺 か ら茶の道具 を盗 んで くれ ば,必 ず子宝 を得 る

とい う信仰 が ある。長 野県で も観音 に子授 けを願 う信仰や習俗 が あ り,こ れ
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ら中 日の観音 信仰 は完全 に共通性 を もって いる。 この共通性 は元々観音信仰

の伝播 に基 づいた ものであ る。

『扶桑略記』の記載 に よれば,梁 武 帝の普 通3年(522年)に,中 国 の江南

か ら日本 に渡 った漢族 の居 士司馬 達 らは初 めて 日本 に仏教 を伝 えた。 それ よ

り30年 の後 に,木 彫 の観音像 が初 めて朝鮮 南部 の百済 国か ら日本 に もた らさ

れた。唐代 に,日 本 に渡 った観音菩薩 はさ らに多 くなった。天宝13年(日 本

の天平勝宝6年)に 高僧 鑑真 は揚州 か ら千手観音 一体 を 日本 に もた ら した。

この観音像 は平城京(今 の奈 良)の 唐招提寺 内に祀 られ,広 く崇拝 され る よ

うになった。 その後,観 音 の祭 りの 日にな るた びにy大 勢 の 日本 の漁民及 び

参詣者 は礼拝 のために中国の普 陀山 まで行 くようになった。 日本 の那 智山 も

普 陀山 と同様 に,最 大 の観音菩薩 の供養地 とな った。観音 の信仰 は次第 にベ

トナム,ミ ャンマー,シ ンガ ポール,マ レ0シ アな どの東南 アジア諸 国に伝

わ り,ア メ リカ まで影響 を及 ぼ した。 それ ぞれ地 区の子授 けを願 う習俗 に関

しては,今 後 の研究 に期 した い。

2.碧 霞元君 と子孫娘 々(子 授 けの女神 達)

碧霞元君 は黄 河流域 の最 も権威 のあ る女神 で,「 娘々」と称 され,一 般 に東

岳大帝 の娘 であ る と考 え られ,宋 代 に天仙玉女碧霞元君 として封 ぜ られ るよ

うになった。 この女神 の本 山 は泰 山で ある。明代 の泰 山で は,毎 年祭 りの 日

が来 るた びに,廟 の線香代 はたい した収 入で あった。 その うえ子授 けがか な

い願 ほ どきをす る信者が,金 銀 で作 った 「子 どもの人形」 をしば しば廟 に献

納 した りした。但 し,北 方各地 の人々 か ら,碧 霞 元君 と子孫娘々 とは,よ く

チ チ ハ

混 同 され る。人 々の移 動 に したが って,こ の想像 中の女神 も黒 竜江 の斉斉吟
ル

ホ な ど東北地 方 まで伝 わ っていった。碧霞元君 は道教 の要素が子授 けの習俗

に 入 った現 れであ る。

中 国 子授 け考303



3.床 公床母(ベ ッ ドの 夫婦 の神)

唐宋以来,宮 廷 で も民 間で も,す べて 「床公床母」 とい う寝室 を守護 す る

神 を信 じて きた。新婚夫婦 が寝室 に入 った ときは もとよ り,子 授 けを願 った

り,子 どもが生 まれた り,子 どもが病 気 になった りした場合や年末 に,必 ず

寝室 で この神 を祀 って礼拝 す る。伝 説 に よれ ば,『 床公床母』は百人 の息子 を

持 っていた周文王夫婦で ある とい う。

4.鬼 子母神

鬼子母神 は仏教 の 「諸天」 の一 つで,本 名 は 「詞利 帝」,「歓喜」 と訳す。

「大唐西域 記」(唐 玄奨著)に は,鬼 子母 に対 して 「祭 りを以て嗣 を求 め る」

とあ る。 この習俗 はイ ン ドか ら伝 来 し,「 九子母神 」 と称 され る こともある。
ピ ン

あ る地 区で は,こ の神 に薄 い餅 を供 えて子授 けを願 えば,よ く霊験 があ る と

言われ る。南北朝 及 び唐宋 の仏教 の信者 はよ く神像 を作 った り,写 経 した り

して願 ほ どきを し,福 を祈 ったが,そ の頃作 られた神像 の中 に鬼子母 が あっ

た こ とか ら,そ の広 く伝 わ った ことが分 か る。北宋 時代 に,九 子母 祠 は多 く

あったが,宋 代以後次第 に少 な くな った。

日本 において,伝 説 によれ ば,鬼 子母 は もともと常 に他人 の子 どもを奪 い

取 る悪神 だ ったが,仏 教 に帰依 してか ら,児 童 の守護神 となった とい う。多

くの地 区で は,鬼 子母 を子授 け,安 産,と くに子 どもを順調 に成長 させ る守

護神 で ある と考 えて きた。 日蓮宗 は この神 を非常 に崇拝 し,東 京 の豊 島区雑

司 ヶ谷 に 「鬼子母」 と命名 された,専 ら鬼子母神 を祀 る寺 院があ る。人 々 は

よ くこの寺院 で願 か けをす る。私 は神奈 川県海老名市 の妙常寺 で調 査 した こ

とがあ るが,本 良信典和 尚の紹介 によれ ば,こ の寺 は1469年 に建 て られ,木

製,彩 色,慈 善 の姿 の二体 の鬼 子母神 を今 までず っ と祀 って きた。 また紀元

538年 に仏教が 日本 に伝 わ ってか ら,ま もな く鬼子母神 もついて きた らしい と

も語 った。 さ らに,神 奈川 県綾瀬市 の大法寺 に も,一 体 の高 さ約30セ ンチの

鬼 子母神 があ る。 この寺 の高野教充和 尚の話 で は,こ の神像 は彼 が十数 年前
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に買 った ものであ る。 この二 つの寺 はいずれ も日蓮宗 に属 す るが,本 良和 尚

の話 で は他 の宗派 の寺 に も,た いて い鬼 子母神 が祀 られてい る とい う。但 し,

その姿 は まち まちで,青 い顔 とむ きだ した牙 を もった,恐 ろ しげな悪鬼 もあ

れ ば,上 述 の三体 の神像 の ように早 くに善神 の姿 になった もの もあ る とい う。

5.子 授 けの張仙

前述 の ように,張 仙 は唯一 の出産 を司 る男神 であ る。彼 は文 昌星 であ る と

も言われ る。張仙 の祭祀 は四川 に起 こり,宋 代 以後次第 に全 国 に伝 わ った。

南 方 も北 方 も祭祀 には大差 がな く,一 般 に画像 を祀 り,木 彫 や泥 で作 った神

像 は少 ない。北 方の人 は多 く屋 内で祀 る。 画像 に描 かれた張仙 は,嬰 児 を害

す る天 の犬 に向 けて,弓 を執 って射 よう とす る姿で ある。彼 の身の まわ りに

は常 に五人 の男 の子 が描 かれ ていて,子 ど もを送 って くる ことを意 味す る。

6.金 花 娘 々(女 神 さま)

金花娘々 は金花夫人 とも称 され,華 南 の各省 で信奉 され て きた。広東 には

金花廟 が至 る所 で見 られ,毎 年金花会 が催 され る。旧暦4月17日 は この女神

の誕生 日で,こ の 日に祭 りを行 う と,子 どもが授 か る,あ るいは男 の子が多

く授 か る とい う。

中国 は広大 な国で あ り,各 地 区で各民族 の信奉 して きた出産 の神 は多種 多

様 であ る。例 えば,台 湾 な どの地 区で は,嬌 祖 に子授 けを願 い,壮 族 は彼 ら

の崇拝 してい る 「花王聖母」 に子授 けを願 う。紙面 に制限が あって列挙 で き

な い。

(四)他 の 類 型

招福逐邪 の心理 的要素 も,子 授 けの活動 を構成 す る,も う一つ の側 面で あ

る。招福 の方法 として,通 常 同音 字 を利 用 し,象 徴,借 用 な どの手段 も用 い
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る。

これ は婚 礼 中 にか な り典 型 的 に体 現 され る。

例 えば,「 伝 袋 」(「袋 」 と 「代 」 は同音,代 々継 承 す る とい う意 味),新 婦

はか ご を降 りて か ら,地 面 を踏 まず に,赤 い カ ーペ ッ トや 米 の袋 が一 枚 一 枚

と敷 か れ た道 を歩 く。

「吊模 」(「模 」 と 「快 」 は同音 。模 は箸,快 は早 い の意),一 対 の箸 を吊 し

て お く。 早 く子 宝 を得 る こ とを願 う。

「撒 帳 」,前 述 の如 く,結 婚 の 日 に使 う干 した果 物 はた い てい 子授 け と関 係

の あ る発 音 の め で た い もの を用 い る。 また 今 日で も,婚 礼 の時 常 にわ ざ と花

嫁 と花 婿 に半 生 の鮫 子 を食 べ させ る習 俗 が あ る。 それ か ら,「 生 で はな い か 」

と皆 に聞 く と,皆 が大 声 で 「生 」 と答 え る。 そ うす る と,子 ど もが 生 まれ る

め で た い兆 しが もた らされ る とい う。

「子 孫 醇 々 」(お 菓 子)を 食 べ た り,「 子 孫 桶 」を送 っ た りす る習 俗 は,こ う

した 象徴 的 な行 為 を通 して,子 授 け が実 現 す る よ う願 う もの で あ る。
lQ)

新 婚 夫婦 の た め に,ふ とん を敷 い て あ げ る習 俗 は,一 般 に 「全 福 」 な婦 人

にた の む。 彼 女 た ち はふ とん を敷 きな が ら,め で た い歌 を歌 う。 例 え ば江 蘇

省 金 湖 県 で は,ふ とん を敷 く時 に,以 下 の よ うな歌 が歌 わ れ る。

「茂 ってい る草が青 い,刈 り取 った草が黄色 い。新 夫婦のため にふ とん を敷 いて あ

げる。両端 を高々 と敷 いて,中 間 に子孫 の池 を作 る。今年 に子宝 を得 るよ うに祈
11}

り,将 来 は必ず若 い将元郎 とな るよう祈 る。」

結 婚 後 長 く子 ど もの な い 者 は産 婦 とズ ボ ンの ベ ル トを換 える と,子 宝 を得

るめ で た い兆 しが もた らされ る といわ れ る。 これ は 日本 の長 野 県 に あ る多 産

の婦 人 か ら借 りて きた 帯 を 自分 の身 に ま とっ て子 授 け を願 う習俗 と殆 ど同様

で あ る。

「楡 灯 」(灯 を盗 む),「 槍 灯 」(灯 を奪 い 取 る)と い う子 授 け を願 う習 俗 も普

遍 的 な もの で あ る。 例 え ば,四 川 省 の東 部 で は,正 月15日 の上 元 節 に管 の下

に吊 され た 灯 篭 が 常 に盗 まれ る。 「灯 」 は 「丁 」(男 の 子)の 発 音 に近 い の で,
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男 の子 が増 える とい う意味 であ る。長 く子 どもの ない家 は,土 地神 の誕生 日

と伝 え られ る2月2日 に,赤 い提灯 のか けて ある土地廟 の前 に行 って灯篭 を

奪 い取 る。奪 い取 った ら,子 宝 を得 る兆 し とされ る。「灯 」と 「登」 とは同音

なので,「 灯」 は 「五子登科 」(五 人 の子 どもが そろって科挙試験 に合格 す る
]2)

こと)を 象徴 す る と解釈す る人 もい る。

北京 な どの地 区で流行 して きた 「栓娃娃」(人 形 をつな ぐ)と は,彩 色 の紐

で神廟 にある泥人 形 をつ ないで盗 む習俗 であ る。盗 んで きた泥人形 を寝室 に

置 きa名 前 をつ け,毎 日菓子 な どを食 べ させ るよ うにす る と,子 宝が得 られ

る といわれ る。 日本 の長野県 にあ る紙人形 を抱 いて寝 て子授 けを願 う とい う

習俗 と似 か よっている。
とばり

中国で は,婚 礼中 に使われ る衣服 の生地,ふ とんの表,帳 の上部 にある模

様 や木 の器,磁 器 にある模様 はす べてめでたい図案 に しな けれ ばな らない。

「文王百子図」 な どは その一例 で ある。

もし女 の子 ばか りで,男 の子が生 まれない と,中 国で は常 に女 の子 に招弟

(弟を招 く),領 弟(弟 をつれ て くる),眼 弟(弟 が ついて くる),喚 弟(弟 を

呼 んで くる),来 子(子 が くる)な どの名前 をつ けるこ とによ り,男 の子が授

けられ るよ うに願 う。文化大革命 中,私 は長城付近 の延慶 県の農村 の中学校

で教 えた ことが ある。百人 に も足 らない女子生徒 の中 に,上 述の よ うな名前

をつ け られた者 は少 な くとも十人近 くいた。悲 しむべ き ことには,彼 女た ち

が 父母 のた めに本 当 に弟 をつれて きた ことは少 なか ったのであ る。 日本の群

馬 県 に も,女 の子 にアグ リと名づ けた り,男 の子 の着物 を着せた りす ると男

の子 が生 まれ る とい う考 えが ある。 これ らの習俗 はすべて一種 の招福 の心理

に基 づいた もので ある。

邪気 を追 い払 い,子 授 け祈願 を も留 め る習俗 は主 に祓襖(身 の けがれ を清

めて災 い を払 う こと)の 活動 で表現 され る。古代,毎 年 の3月3日 の 「上 巳

節」 に,婦 人 た ちは河で浴す る祓瑛 の活動 を行 い,清 水 で身 につ き まとった

不吉 な悪魔 や妊娠 で きない災 いを洗 い落 とした。 この活動 は巫術 や原始信仰
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の遺風 のよ うな,度 誠,鄭 重 かつ神秘的 な雰 囲気 を体現せ ず,水 の中で遊 び

たわ むれ る娯 楽的 な要素 を もっていたが,魚 神 に対 す る崇拝 を も微 か に含 ん

でいて,魚 神が彼女た ち を水 の中の魚 と見 な して子宝 を賜 る ことを願 った。

日本の神 奈川県 にあ る,温 泉浴 をすれば子 を得 られ る とい う信仰 は この祓襖

と似 ている と思わ れ る。

祓襖 と同一 の認識 に基づ いてi婦 人 の不妊 は邪 が身 につ きま とったせ いだ

とい う考 え方 は,中 国の一部 の地 区で は依然 として存在 し,か な り野蛮残酷

なや り方 さ えあ る。江蘇省泰興 県の一部 の地 区で行 なわれ る 「棍棒 で殴 って

子授 けを願 う」習俗 はその一例 であ る。 毎年の正 月15日 の朝,結 婚 後二 年た

って も子 どものない嫁 は,大 勢 の人 に家 か らひ っぱ り出 され,棍 棒 で追 われ

なが ら体 中 を殴 られ る。 その嫁 の夫 が出て きて皆 にタバ コや飴 な どを配 る と,

大勢の人 はや っ と離 れてい く。 そ して,翌 年 になって もや は り子 どもが ない

な ら,そ の嫁 は前年 の倍以上 も痛 めつ け られ る。人 々 は愚昧 に もこうすれ ば

邪 を追 い払 って子授 けが で きる と思 うので ある。

日本 の富 山県には,一 種 の魔 よけの札 が ある。 それ を常 に身 につ けてお け

ば,子 授 けがか な う と思 われてい る。 これ も邪悪 な ものが身 にっ き まとわ な

い ように,邪 を追 い払 い吉 を求 め るためで ある。

この魔 よけの札 の形状 は以下 の ようであ る。

1

日o日o日

日 日 日攣
曇

禦
日本 の千葉 県 な どには,胎 盤 を跨 いで子授 けを願 う習俗 があ る。 そう信 じ

るよ りどころは何 にあ るのか,ま だわか らないが,類 似 の中国の例 を挙 げて
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み よ う。 中国の江南地 区では,産 婦 が子 を生 んだ後 に胎盤 を踏 んで もらう習

俗 が ある。す なわ ち,嬰 児 の胎盤 を瓦 のか めに入れ て密封 しs夜 更 けに辻 の

入 り口に埋 めてお く。人々 は,胎 盤 が大 勢の人 に踏 まれ る と,生 まれた命 が

卑 しい もので,今 後災害 や病気 にあ うことな く成長 で きる と信 じてい るので

ある。

以上,中 国 の さまざまな子授 けの習俗 につ いておお まかな分析 と分類 を行

ない,あ わせ て 日本 の子授 けの習俗 と対比 してみた。 この中か ら言 える こと

は,そ れぞれの子授 けを願 う習俗 の形成 は,み な非常 に複雑 な過程 を経 て き

てお り,そ れ らの習俗 は宗教信仰,経 済方式,社 会形態,民 族心理,文 化,

価値観 な ど多 くの要素 を とけ込 ませ て きた とい うこ とだ。

そ して,こ れ らの要素 は往 々 に して互 いに浸透 しあい,派 生 しあいつ つ変

化 して きたので,0つ の習俗 の 中に他 の習俗 の要素 ももちあわせ る とい う具

合 に,習 俗 と習俗 との間 に関連 がで きて きてい る。 それ ゆえ,一 部 には簡単
ポジ

に一つの類型に帰することが難しくなった習俗さえある。例えば,中 国の赫
エン13)

哲族 に は巫 師 に太鼓 を敲 いて もらい子授 けを願 う習俗 が あるが,こ れ をどの

類型 に帰すれ ば よいか,ま だ判断が つかない。 しか し,こ れか らも調査研究

を続 け,特 に子授 け祈願 や その他 出産 に関わ る習俗 が さ まざ まな時代 に異 な

る形態 を とって出現 して きた こ とに目をむ け,こ れ を研 究す るこ とに よ り,

伝統 的 な観 点や その変化 を把握 し,こ れ によって問題 の解決 にあた りたい と

思 う。 そ してさ らに一歩進 めて,中 日文化 交流 にお ける相互 の影響 を探究 し

た い と願 ってい る。

注 釈

1)『 儀 礼 』 喪 服 「七 出者,1!1,一 也;淫1失,二 也 … …」。

2)劉 黎 明 「飲 食 必 以 鼓 考 」 『民 間 文 学 論 壇 』,1988年 第3期 。
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屈原 『天間』。

郭立誠 『中国生育 礼俗 考』文史哲出版社,52頁 。

陶思炎 「魚考 」『民間文 学論壇 』,1985年 第6期 。

曽駅 「人面 魚紋彩盆新解 」 『歴史大観 園』,1990年 第1期 。

王宇信 「由 『史記』縣 禺的失 統談縣 萬伝 説的史影 」 『歴史研 究』,1989年 第6

期 。

8)U.R.Burkardt,"ChinesecreedsandCustoms"1,巻 一,165p.

9)劉 亮 漢 「中華 民俗 的 原 始 瓢 箪 文 化 」,民 族 出版 社 出版 『郵 族 社 会 歴 史調 査研 究

文 集 』,杉 本 信 広 「竹 中生 誕 諌 の源 流 」 『史学 』,第25巻2号 。

10)運 命 が よ く,配 偶,兄 弟 姉 妹,息 子 息 女 が す べ て そ ろ って い る完 全 に幸福 な

人 を指 す 。 民 間 で は 「全 和 人 」とい う。 「大 全 可 人 」とは,上 述 の よ うな人 が さ

らに上 に父 母,下 に孫 まで お り,四 世 代 が 一 軒 の 家 に 同 居 して い る もの を い

う。

11)『 江 蘇省 民 間 文 学 集 成 資 料 選 集 』(一)76頁 。

12)「 揚 州風 土 小 記 」 『郷 土 』 報,1987年3期 。

13)凌 純 声 『松 花 江下 遊 的赫 哲 族 』。
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